
市小だより 第８号 平成２９年７月３日

長久手市立市が洞小学校

このところは曇り空が続いたり、プールに入っても風が少し冷たく感じたりす
る日もあります。夏本番の暑さはまだこれから。ご家庭でも、「早寝・早起き・
朝ご飯」など、基本的な生活習慣を整えられるよう、ご協力をお願いします。
また、今週は個人懇談会で子どもたちが早く下校します。交通安全等には十分

気をつけるよう、お家の方でもご指導をお願いします。

10周年記念航空写真撮影
先日お知らせしたように、６月２０日（火）に、

１０周年記念の航空写真を撮りました。子どもたち
はエプロンを着て、人文字を作りました。どんなデ
ザインかは、本日からの個人懇談会で掲示しますの
で、ご覧ください。各家庭で購入をよろしくお願い
いします。

10周年記念事業について
６月２８日のＰＴＡ評議員会で、今年度１０周年記念事業について提案がされ

ました。「１０周年記念品贈呈」「１０周年記念イベント実施」「１０周年記念市
小だより作成」「１０周年記念航空写真撮影」の４つの事業について承認されま
した。今後、詳しい内容を決めていきます。決まった内容については、後日改め
てお知らせします。

PTA新聞ｺﾝｸｰﾙで愛知県小中学校PTA連絡協議会長賞受賞！
平成２８年度の広報部が作成したＰＴＡ新聞が、

審査の結果、「愛知県小中学校ＰＴＡ連絡協議会長賞」
を見事受賞しました。県内の多くの小中学校のＰＴ
Ａが応募する中で、この賞を受賞するのは快挙です。
これも、２８年度の広報部の方が、力を合わせ、取
り組まれた結果です。いただいた賞状と盾は、本館
昇降口に飾らせていただきます。ぜひご覧ください。

｢夏祭り｣のお知らせ
８月２０日（日）に市が洞地区自治会連合会主催の夏祭り

が、今年も長湫南部公園（１号公園）にて開催されます。子
どもたちを中心とした地域住民のコミュニケーションづくり
を目的としているので、ふるってご参加くださいとのことで
す。今年も、本校の金管バンド部が１６時２５分ごろからス
テージ発表を行います。また、今年も教職員有志・保護者有
志によるコーナーが設けられます。なお、児童については、
必ず保護者同伴で参加するようお願いします。

あいさつ運動について
７月１０日（月）～１４日（金）まで、あいさつ運動を行います。

１学期の終わりの時期に、しっかりとあいさつのできる市が洞小学校
を目指して、児童・教職員・ＰＴＡのみなさんで力を合わせて取り組
んでいきたいと思います。詳しい内容については、先週配付された案
内をご覧ください。



下校の方法について
市小だより第４号に、本校の下校方法について掲載をしましたが、

そのことが保護者に伝わっていないようでしたので、下の表で改め
てお知らせします。特に１年生は、一斉下校以外は１年生だけの下
校になります。これについて、学校では２年や３年と一緒に固まっ
て下校できるように工夫をしています。より安全に下校するために
地域のシニアクラブの方にも一部協力をしていただいています。保
護者の方でできるだけ下校時間に危険な箇所に立っていただいたり、一緒に下校
したりするなど、ご協力いただけると助かります。よろしくお願いします。

花壇の苗植え
６月２９日（木）の委員会の時間に、園芸委員と地域の

シニアクラブのみなさんで花壇の花植を一緒に行いまし
た。昨年度から協力していただき、一緒に花を植えるだけ
でなく、作業を一緒にしながら、交流を深めることができ
ました。シニアクラブの方にご協力いただき、ありがとう
ございました。

幸せな子どもを育てる
先日、新聞に下のような記事が載っていました。その内容の一部を紹介したい

と思います。

Ａくんは小学３年生、あるとき、校庭の木の実をとろうとして、下から石を投げていた

ら、その石が友だちＢくんの頭に当たった。学校で起きたことなので、担任はそのＢくん

の家に謝罪の連絡を入れた。

Ａくんの母親は、そのことを連絡ノートで知った。母親はＡくんを連れてＢくんの家に

謝りに行った。子どもが何かやらかしたら親が頭を下げて謝る。その「姿」を息子に見せ

なければいけないと母親は思った。その時、「あんなことをしたから、お母さんが謝らなき

ゃいけないでしょ」と子どもに言ってはいけない。親が言うべきは「大切なことを学んだ

ね」だけでいい。

Ａくんの母親が謝りに行ったとき、Ｂくんの親が言ったのは、「この傷、どうしてくれる

んですか？」ではなく、「お互いさまですよ。うちの子どもだっていつ同じことをするか分

からないですから」だった。その言葉がありがたくて涙が出た。Ａくんの父親は、この話

を聞いて、「もし逆の立場で相手の親が謝りに来たら、私も『お互いさまです』と言おう」

と心に決めた。

Ａくんが生まれたのは、両親が結婚してから７年後、もう子どもを諦めかけていた頃だ

った。妊娠が分かってから、両親は「世の中には理不尽なことがたくさんある。ならば、

家庭でも理不尽なルールをたくさん作ろう」と決めた。例えば、「おもちゃは絶対に買わな

い」とか、「テレビが観られるのは土日に１時間だけにしよう」とか。子どもは天からの「授

かりもの」ではなく、「預かりもの」である。「預かった子どもは社会にお返しする。その

とき、たくさんの人のお役に立てる人間に育て上げることが親の役割であり、たくさんの

人から『君が必要だ』と言われることが、子どもにとって一番幸せなことです」とＡくん

の両親は感じていた。

「幸せな子どもを育てる」、家庭と学校と社会はこの一点でつながってほしい。

○ 子育ての悩みについて話し合う「たんぽぽの会」ですが、次回は７月１８日（火）

１０：００～、市が洞小校長室にて行います。よろしければご参加ください。

月 火 水 木 金

○１・２・３年下校:クラブ時

（●１～４年下校：委員会時）

６限後 ●３～６年下校 ●２～６年下校 ●４(５)～６年下校 ●４～６年下校

〇：学年ごとの下校－学年ごとで整列し、学年で分団ごとに下校する。
●：集団下校－運動場に整列して下校する。部活終了後も集団下校する。木曜日は、一斉下校の日もあり。

５限後 ●一斉下校 ○１・２年下校 ○１年下校 ○１・２・３年下校


